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主張者である美濃部達吉は貴族院議員を辞職するに至った。そして 1937 年 12 月から 38
年 2 月まで続く「人民戦線」事件が発生した 1。東大教授大内兵衛、矢内原忠雄ら左派や自
由主義派教授が次々に辞職令を受け、1930 年から 1940 年代前半までに、左派や自由主
義派教授の著書は出版を取り締まられるか、自主絶版が求められた 2。
　1934 年、文部省学生部は思想局に組み換えられるが、1938 年 11 月に文部省が大学、
高等学校と専門学校を対象に調査を行ったことは時期的に深い意味あいをもつ。この調
査は帝国大学 7 校、官公立大学 14 校、官公立高等学校 28 校、官公立専門学校 62 校、高
等師範学校 2 校、女子高等師範学校 2 校、水産講習所 1 校、私立大学および専門学校 12
























　1938 年の文部省調査に先立ち、東大は 1929、1932、1934 年の 3 回、学生生活および









収率は 9 割 3 分という数字で各帝大中最高率を出した。当時 8 校あった帝国大学中、調
査に参加しなかった京都大学の他、残り 7 校の回収率は、東京帝大 57.37%、東北帝大
52.93%、九州帝大 63.80%、北海道帝大 87.88%、京城帝大 87.68%、台北帝大 93.83%、












十一月現在』東京：東京帝国大学、1935 年）であり、1回は 1932 年血盟団事件直後に行われた思想運動に
対する調査（『昭和七年中に於ける本学内の学生思想運動の概況』東京：東京帝国大学、1933 年）である。
6	 1930‒40 年代の学生生活様式と思想観念に関する調査は他に、1935 年奥井復太郎・藤林敬三が慶應義塾
生の生活と思想を対象とした調査（「学生生活の思想的方面の一調査」『三田学会雑誌』第 29 巻第 10 号、
東京：慶應義塾経済学会、1935 年、41‒110 頁）、桐原葆見の多地域の青年学校学生を対象にした調査


























析を省略する。台大版の調査参加範囲は 3 学部中、文政学部 62 人（女子学生１人を含
む）、理農学部 46 人、医学部 105 人、計 212 人である。他に 2 専門部中、付属農林 143


































しては、全国版 7 帝大で野球、テニス、スケート、水泳、卓球という順位であった 15。2
つの専門部を除く台北帝大の結果は、最も人気のスポーツベスト 5 をテニス、卓球、野
球、水泳、馬術が占めていた 16。そのうち、テニスと卓球は一対一のスポーツで、野球








































































19	 葉龍彦『日治時期台湾電影史』台北：星月書房、1998 年、123 頁。














































































していた 26。台大版調査結果のこの 3項では、付属農林専門部が計 11.19％で最も高い比率
を示していた。「崇拝スル人物」欄での台大版の上位 4 名は西郷隆盛（54 票）、野口英世






















25	 呂紹理が 1935 年に出版した『台湾人士鑑』を参照してまとめた、台北州と台中州の台湾名士の趣味に
関するデータを見れば、読書、音楽、旅行、運動、登山、書道と絵画、囲碁等が人気であった。呂紹理



































位であった。しかし、付属農林ではその数字が 0 で、付属専門部の 2 学部の結果は極端
に分かれた。医学専門部では台湾人学生の数が日本人より多いので、台湾人経営の新聞
に対する支持率も高かったと考えられる。同じく、台湾人学生の多い台北帝大医学部で
29	 1925 年から 1935 年にかけての日本資本主義論争は、いわゆる「講座派」と「労農派」に分かれており、
前者は岩波書店による出版物および著者群を代表とし、後者は雑誌『労農』の同人らを中心としていた。
双方による論争とその論理は、様々な総合雑誌の巻頭論文に常に出現し、当時の高校生や大学生に影響
を与えていた。竹内洋『教養主義の没落』東京：中央公論新社、2007 年第 9版、13‒14 頁より。





















































































（20）となっており、この順位は 1934 年東京市内 6 図書館で行われた読者の愛読雑誌に
関する調査の結果に近い。1934 年の調査で 19–24 歳の青年が愛読する雑誌の上位 5位は
『キング』『中央公論』『改造』『文芸春秋』『日出』であった 37。この 5種類は『キング』が大衆
雑誌である他はすべて総合雑誌に属する。
　『キング』は 1924 年 11 月に大日本雄弁会講談社（現講談社）の代表的刊行物として
創刊され、日本出版史上初めて発行部数が 100 万部を突破した雑誌として有名であり、


















35	『エコノミスト』、別名「The Economist」、大阪毎日新聞社より出版。創刊は 1923 年（大正 12 年、1 年
1 号）4 月。1943 年（昭和 18 年、21 年 4 号）以降は毎日新聞社発行の『経済毎日』とされ、1945 年（昭
和 20 年）12 月まで続いた。
36	  『科学ペン』、東京三省堂より出版。創刊は 1936 年 10 月。1941 年 12 月（6 巻 12 号）以降は東京科学思
潮社の『科学思想』に継続された。

































文庫が企画した 20 世紀の 100 冊では、1901‒2000 年の年度毎の代表作品を選出している
が、1937 年の代表作には石坂洋次郎の『若い人』が選ばれ、1938 年は火野葦平の『麦と
兵隊』だった。ここでは新潮文庫の選出基準を問わないが、この 2 作品の当時における

















こでは回答項目を 12 種にまとめた 46。
　全体として帝大生の出身家庭を見ると、公務員・医師・教師・会社員・銀行員等、中
産階級が 50.74% を占め、半数を超えている。賃貸業と無職にも一部台湾伝統地主や名





















































































25% の学生が将来公務員になることを望み、会社員・銀行員と教師になる意思も 18% と













生活 軍医 実業 畜業 学術
海外
進出 農業 林業 自営業 未定 未回答
文政 25 0 0 18 16 2 10 0 7 0 0 0 0 0 0 15 7
理農 4 0 0 33 2 0 4 0 0 0 22 15 0 0 2 15 2
医 0 47 0 0 0 0 4 7 0 0 18 0 0 0 0 12 12
農専 10 0 3 15 0 0 3 0 0 1 0 29 6 1 0 25 7




















れていないことも分かった。1933 年当時、大学政学部副手の月給はわずか 50 円であり、





198 人を基準にして、民族を区別せずに列挙した場合、企業（約 42%）、官庁（約 33%）、
























53	 台大校史档案「卒業予定学生名簿並就職希望調」。大同学院は 1932 年に日本が扶植した政権「満洲国」
成立時に創立され、「満洲国」国務院総務庁に属し管理された、「満洲国」の近代法治国家体制を固める
ための重要機構であった。当学院は「満洲国」公務員の養成センターであり、試験合格者はそこで 6 ヵ
月から 1 年にわたる教育を受け、「満洲」公務員となった。1938 年に実施された文官令によって政府で
の地位が認められた。当学院は 2 部に分けられ、1 部は日本語を理解できる日系学生であり、2 部は日
本語のできない満民族、モンゴル族の学生たちより成る。鈴木健一「満州国の成立と大同学院」『東洋


































































































卒業年 名前 学科・専攻 志望就職先 教師許可証 実際就職先
1931 柯設偕 東洋史学 淡水中学（内定） ○ S13 鉄道部
1932 陳欽錩 文学科英文学 文書課通訳 ＊









1933 魏根宣 文学科英文学 ＊ 厦門日本総領事館









1937 林龍標 文学科英文学 中等学校英語教師 ＊ 新集益商行
1931 鍾德鈞 政学科 裁判所 ＃ S17 弁護士





1933 陳錫卿 政学科 S8.4.18 満洲国大学学院入学（月給 60） ＃ 満洲安東省教育庁
1933 許炎亭 政学科 新民報社記者（月給 59）
S7.2.1 新民報社（月給 59）、
大裕茶行
1933 孫萬枝 政学科 新民報社 新民報 S17 興南新聞




第一志望 総督府；第二志望  電力会社；


















































第一志望  会社（1. 台湾拓殖会社 2. 製糖






































1939 王友昂 政学科 ※
S17台湾製糖株式会社工場
新興製糖株式会社
1939 劉行戊 政学科 ※ S17台湾製糖株式会社工場
1939 石宏基 政学科 ※ S17 華南銀行
1939 辛文恭 政学科 S17 台湾軽鉄株式会社





1940 許昆元 政学科 S17 満洲国官庁
1940 林栄聡 政学科 S17 杉原産業株式会社
193
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卒業年 名前 学科・専攻 志望就職先 教師許可証 実際就職先
1941 林瑞庚 政学科
1941 鄭吉珍 政学科
1941 楊錦鐘 政学科 S17 興南新聞社







＊＊ 鐘璧輝は 1940 年に助手であった際に、「韓非子ヲ讀ム（邢治主義カ德化主義カ）」を発表し、『政学科研究年報第六輯』
に収録されている。
資料は台大校史档案「卒業生就職先別調」、「卒業予定学生名簿並就職希望調」および『台北帝国大学研
究通訊』創刊号「政学科」部分を整理したものによる。
（原文：中国語、日本語訳：王莞晗）
